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糖尿病予備群の継続自己管理支援のあり方に関する
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糖尿病予備群の継続自己管理支援のあり方に関する研究 
 
Research of Continued Self-Management of a Diabetes Backup Group 
 





 本研究の目的は、糖尿病予防教室を受講した住民の受講後 6 ヶ月後の自己管理意識を明らかにすることである。 
対象は、研究協力が得られた糖尿病教室受講者５名で、50 歳代から 65 歳代の女性である。研究方法は、質的帰納的
研究で、半構成質問紙を使った個人面接法である。その結果、自己管理意識は、１．糖尿病教室参加後の変化 ２．
自己管理の意識 ３．行動目標に対する意識 ４．自己管理の継続 ５．教室プログラムに対する満足感や期待 ６．必要なサ




















































































































表１. 参加者の概要         （ｎ＝５） 
項目  人数 
















































大カテゴリ  ー サブカテゴリ  ー 具体的内容 
集団教育の利点 ・個人より自己管理しやすい ・情報が得られる 





減少した ・ウエストが減った ・眠剤なしで眠れる 
教室参加前後の変化 
 
管理の意味を理解 ・食事も運動も体重を減らす ・生活管理が病気を予防する 
自己管理の必要性 ・自分の体は自分で管理する ・検査結果を意識して見る 
無理のない自己管理 ・徐々に慣らす ・無理をしない ・出来る事を取り入れる 
プラス思考 ・楽天的性格 ・自分を振り返る ・継続が大事と思う 
マイナス要因 
 











・意識的に歩行 ・用事を分けて活動を増やす ・外出する 
・孫の世話や家事を引き受ける ・テレビを見ながら運動する 
・朝食前に草むしり ・窓拭きや掃除をする ・孫に何か作る 
行動目標の継続 
 








達成感は結果から ・ズボンが緩んで嬉しい ・意識や行動が変わって身軽になる 
我慢が大切 ・家族に迷惑をかけたくない  自己管理の継続 




充実した内容 ・健康への意識が高くなった ・気持ちの持ち方が変化した 
・気持ちが良いことは続けられる・検診結果の原因や対策を考える 
・年を重ねる毎に健康意識が高まる  
個別指導 ・自分に合った方法が知りたい ・家でできる方法が知りたい 
広報への希望 ・定期的な健康情報が知りたい 
受講後の教室希望 ・料理教室や運動教室 ・身近な場所 ・季節の料理教室 
地域の行事を希望 ・老人会のゴルフ ・社会参加は楽しい 






・茶道 ・着付け ・絵画 ・習字 ・１人旅 ・編み物 



























































































に 焦 点 を あ て て ー , 愛 知 県 立 看 護 大 学 紀
要,3,11-10,1997. 
4) 神徳和子,池田清子,荒川靖子,鷲田万帆,西尾里美：糖
尿病者が認知しているgood  control への促進要因と
阻害要因,神戸市看護大学紀要, 9,35-43,2005. 
5) 清水安子：糖尿病患者の自己管理の評価の試みー食
事療法の実践方法の変化とその理由から ,ー千葉看護
学会会誌,2(2),47-55,1996. 
6)稲垣美智子,浜井則子,南理絵,吉沢克英,河村一海,平
松知子,中村直子：糖尿病患者における療養行動の構造,
金沢大学紀要,24,2,111‐118,2000. 
7)日高秀樹,辻中克昌,山崎義光：糖尿病一次予防の対象
者と医療費軽減の可能性 ,糖尿病 48,12,841‐
847,2005. 
8)河口てる子：患者教育のための「看護実践モデル」
開発の試み,看護研究,36,3,177‐185,2003. 
